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【修士論文概要書】 
 
ここ数年、都市部のキャンパス機能を強化したり、郊外から都市部に進出したりする
大学の動きが活発化している。規制緩和によって、2002 年には工業等制限法が廃止され
た。加えて、長引く不況の影響で企業等からまとまった土地が入手しやすくなっているこ
とも背景にある。何より 18 歳人口の減少を見据えた立地戦略としての経営判断が大き
い。大規模大学では、都市部に文系学部を集め、郊外型キャンパスに理系学部を配置し、
広大な敷地を生かし研究施設を充実させる例が目立つ。今後もこうした動きは継続しそう
である。 
こうしたキャンパス再配置の動きの中で、郊外型キャンパスをより活性化させるには
どうすれば良いかと考えたことが、この研究の動機である。郊外型キャンパス内に「サー
ドプレイス」を創出することにより、郊外型キャンパスの活性化に繋がることを本論文で
論じる。 
「サードプレイス」とは、アメリカの社会学者レイ・オールデンバーグ（Ray 
Oldenburg）が 1989 年に著書「The Great Good Place」で都市の魅力を高める概念として提
唱したものである。第一の場所（ファーストプレイス）である「家」、第二の場所（セカ
ンドプレイス）である「職場や学校」、その両者を結ぶ中間の「第三の場所」を指し、都
市居住者にはこの三つの居場所が必要であるとしている。アメリカでは、スターバックス
の CEO であるハワードシュルツが「サードプレイス」の概念を意識した店づくりを展開
した。 
一般的に郊外型キャンパスに通う学生には、サードプレイスがないことが多く、家と
大学の行き来だけとなり、それが問題である。そこで郊外型キャンパス内にサードプレイ
スを作ることが重要となるのではないかと考える。 
そこで本論文は、郊外型キャンパスである「同志社大学京田辺キャンパス」と「立命
館大学びわこ・くさつキャンパス」と「関西国際大学三木キャンパス」でのサードプレイ
スの展開はどういったものであるかを調査し、これを判断材料に用いて「KSC コモンズ
（仮称：以下省略）」の取り組みの有効性を評価したものである。 
KSC コモンズとは、関西学院大学の神戸三田キャンパス（KSC）で、アメニティや学
生支援の充実策として、勉学＋憩い＋学生活動のための施設である。同施設は、（1）学
習支援（2）憩いの場（3）学生活動支援（4）学生生活支援の 4 つの機能を有するもの
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で、KSC 戦略本部と法人で具体的な建設計画が進められており、2012 年度着工、2013 年
度供用開始の予定である。 
本論文の第 1 章では、サードプレイスに関する既往研究と背景を紹介する。 
まず、アメリカの社会学者レイ・オールデンバーグ（Ray Oldenburg）が 1989 年に著書
「The Great Good Place」にて、都市の魅力を高める概念として提唱した「サードプレイ
ス」の概念についてまとめている。そしてサードプレイスの概念を意識したスターバック
スの展開を紹介する。また既往研究からサードプレイスの特徴と機能をそして日本におけ
るサードプレイスの位置付けとその具体的な場を探るため、オールデンバーグの言葉を借
用して、サードプレイスを「居心地の良い場所」等と仮定して、その場所が何処であるか
を市民に尋ねたアンケートを WEB にて検索し、東京都調査と横浜市調査の 2 つのアンケ
ートを入手した。そのアンケート結果より、サードプレイスについて特徴は以下の 3 点で
ある。①例えば、東京都調査の第 2 位の居酒屋（パブ）と回答した者の大半は男性であ
り、第 3 位のカラオケボックスと第 4 位のカフェと回答した者の大半は女性であるといっ
た「性別による差がある」。②例えば、経済力に劣る中・高生はお金のかからない場所
（公園や路上）を好み、大人になり経済力が生じると、パブやカフェ等の飲食店を好むと
いった「年齢や経済力による差がある」。③ 自分もしくは友人の部屋以外に「居心地の
良い場所」を挙げた者は、2 つの調査ともに半分以下にすぎず、サードプレイスは家や職
場・学校ではない第三の場であるので、サードプレイスを持たない者が過半を占めること
がわかる。 
1.2 ではサードプレイス研究に価値があることを示している。サードプレイスの価値を
認める人と認めない人双方の意見がある。そこで、「サードプレイスに関する調査」のイ
ンターネットリサーチの結果を入手し、この調査結果から、サードプレイスを想起できな
い人が約 7 割おり、サードプレイスを持つことにより精神的ゆとりが高くなるという傾向
があるとわかった。よってサードプレイスには価値があると言えることを示している。 
第 2 章では郊外型キャンパスにおけるサードプレイスの展開を紹介する。 
2.1 では郊外型キャンパスと大学立地政策の概要を整理している。郊外型キャンパスの
現状の問題点を首都圏・中部圏・関西圏・九州圏の 4 つのブロックごとに整理し、各郊外
型キャンパスの問題点を紹介している。 
2.2 では郊外型キャンパスのサードプレイスの事例調査を紹介している。具体的には郊
外型キャンパスである、同志社大学京田辺キャンパス、立命館大学びわこ・くさつキャン
パス、関西国際大学三木キャンパスでのサードプレイスの展開を写真とともに紹介してい
る。3 つのキャンパスにてアンケート調査と観察調査を行った。アンケート調査では、そ
れぞれのキャンパスで、男 20 人女 20 人計 40 人の学生から回答を得た。アンケートの質
問内容は①キャンパス内にあるサードプレイスの場所②その場所での行動である。観察調
査ではアンケート調査で学生から回答されたキャンパス内でのサードプレイスを実際に観
察し考察した（但し 1 票の場所及び図書館は除く）。それぞれのキャンパスで調査したサ
ードプレイスは、京田辺キャンパスでは、回答者数の多い順に、ローム記念館 1stFloor、
食堂・購買棟の飲食店、紫苑館生協食堂、ラウンジ、京田辺別館、多目的ホール、交隣館
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1 階。びわこ・くさつキャンパスでは、回答者数の多い順に、ドリームクロスラウンジ、
リンクカフェテリア、ユニオンスクエアの飲食店、セントラルアーク「学びの場」、リン
クスクエアのサークルスペース、喫茶「シーキューブ」。三木キャンパスでは、回答者数
の多い順に、食堂・カフェテリア、PC ラウンジ、体育館前スペース・日本庭園、クラブ
ハウス。 
第 3 章では KSC コモンズにおけるサードプレイスについて論じる。 
3.1 では KSC コモンズの価値と必要性を、KSC コモンズに関する資料をまとめること
により記述している。 
3.2 では KSC コモンズの取り組みの可能性を列挙し、その中で KSC コモンズ内にあ
り、かつ調査した 3 つのキャンパスで調査したサードプレイスを判断材料に用いて客観的
に評価している。 
結果 KSC コモンズの評価できる点として、①調査した 3 つのキャンパスで学生からサ
ードプレイスとして回答され、調査した場所の特徴を持ったものを、KSC コモンズにほ
ぼ設置される見込みなので、KSC コモンズは意味のなすものとなる。②課外活動団体の
ための施設は、仲間内だけでの交流になってしまうことが調査から明らかである。そこ
で、KSC コモンズの取り組み方として、一般の学生にも利用される開かれた場所づくり
を目指していること。③カフェは、調査した京田辺キャンパス「食堂・購買棟の飲食店」
内にあるカフェ「Hamac de Paradis Latte」で、特に女子学生が多く利用し、必要とされて
いた。調査からもカフェは「会話する」「くつろぐ」といった行動が多く、友達と過ごせ
る居心地のいい場所となる。④今でも三田キャンパス内にも「第二厚生棟ラウンジ」「ラ
ンバス記念礼拝堂ラウンジ」などのラウンジもあるが、京田辺キャンパスの「ラウンジ」
のような、寝転んだりゆったり座れるような場所ではない。KSC コモンズのラウンジに
必要なものとして「ゆったりとすわれるソファー」「座敷」とあり、学生からリラックス
するためとして評価されている京田辺キャンパスの「ラウンジ」と同じようなものになる
と期待できる。⑤KSC コモンズの配置がバスロータリーから近くなっており、調査しで
得た、学生から人気のサードプレイスはキャンパスに出入りする場所から近い位置にある
というものを満たしている。 
課題を残す点として、①京田辺キャンパス「ローム記念館 1stFloor」やびわこ・くさつ
キャンパス「ドリームクロスラウンジ」は、一般の学生が普段から利用できるオープンな
場で、興味がない発表が行われていても偶然目に留まることにより興味を持つことが期待
できる場である。「プレゼンテーションによる成果発表」「教育、研究に取り組むきっか
け作り」を目的とする場は、KSC コモンズ 1 階「シアタープレゼンルーム」という部屋
の中に設置され、講義室と同じような閉鎖的な空間になっており、そういった期待ができ
ないこと。②「PC 利用【一般的利用】」を目的とする場は、無線 LAN での PC 使用にな
りアクティブラーニングゾーンで PC を持ち運ぶことができるが、「学習支援」及び「事
務機能」の場に設置され、図書館のメディアフォーラムと同じように使われる恐れがある
こと。③カフェが現在、外部のカフェと交渉中とのことである。京田辺キャンパスのカフ
ェ「Hamac de Paradis Latte」のように外部から招致することにより学生から人気の場所に
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なるという成功例から、学生や大学関係者が企画実行するより、既にノウハウを持ってい
る専門店の方が美味しいものや流行に敏感な学生からの要望を満たせるので、是非外部か
ら招致されることを期待する。 
また、本調査は関西圏の郊外型キャンパスという限られた地域を対象としたものであ
った。この理由は「資料収集のコスト」である。当然、金銭的なコストもそれに含まれる
が、時間的コストもまた然りである。本論文は、関西圏の郊外型キャンパスという限られ
た地域を対象としたものであり、本論文で得られた知見が関西圏以外の地区に当てはまる
のかについてはデータも少なく現段階では判断しかねる。より多くの地域における郊外型
キャンパスを調査し、様々な角度からさらなる分析を行うことで精度の高い結論を導き出
す必要があろう。今後は国内だけでなく海外の郊外型キャンパスのサードプレイスの取り
組みを調査し、日本に取り込むことが必要になるのではないかと考える。例えば UCLA
には「深夜に学生が集まって勉強しているカフェ」がある。そういった取り組みが日本に
も通用できるか評価していくことを今後の課題としたい。 
今日多くの大学が都市部を目指している。それは、都市部に移転した学部の志願者数
増の傾向があることや、学生と教職員ともにアクセスの良い都市型キャンパスは実務家教
員等の確保や就職活動にも利便性が高いといったメリットがあるからである。そういった
現象がある中、本論文により KSC コモンズがより良いものとなり、郊外型キャンパスの
活性化に繋がることを期待する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
